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（1）対象地域 

ロシア クラスノヤルスク鉱山・化学工場（KMCIC） 

 

（2）重要な図表 

 

河川水と底質表層における放射性核種の移行プロセス 



文献 ID：15-13-001 

 

底質における放射性核種の移行プロセス 

 

137Cs、60Co の移行メカニズムを調べ、河川水および底質中における濃度を記述するため、数学モデル

を構築した。放射性核種を対象として、河川水中では溶存態・懸濁態成分の流下方向の移流拡散、底質

中では交換可能態・交換不可能態成分の鉛直方向の移流拡散モデルとして構築した。河川水中の濃度は

概ね再現できたが、底質プロファイルは一般的なパラメータでは再現できず、移流に関する補正係数を

導入することで再現することができた。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

放射性核種の濃度レベルは、KMCIC から流下するにしたがって減少した。241Am は 300km 流下する

と濃度は 1/10 以下に減少したが、137Cs は 1100km 流下しないとその程度には減少しなかった。これは

希釈効果や半減期、各核種の存在形態等によるが、流下方向の底質中濃度を継続的にモニタリングして

いくことで、今後の河川・底質中の動態解明や予測につながると考えられる。 

 

（2）流出挙動・経路 

 

 

（3）除染の際の留意点 

 

 

（4）担当者のコメント 

河川水中の濃度の時間経過をモデルで再現することは一定程度可能であるが、底質中の鉛直濃度プロフ

ァイルを再現することは容易ではないことが分かる。本論文では移流係数の調整により解決を図ってい

るが、その妥当性がまだ明確ではなく、今後の課題と思われる。 

 


